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第

一
節

第
一
章

新
鹿
児
島
空
港
の
誕
生

新
鹿
児
島
空
港
の
設
置

新
鹿
児
島
空
港
設
置
の
必
要
性

本
県
の
経
済
文
化
の
発
展
を
期
す
る
た
め
に
は
、
ま
づ
交
通

条
件
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
し
、
県
当
局
は
新

空
港
の
建
設
、
国
鉄
幹
線
の
電
化
と
複
線
化
、
高
速
従
貫
自
動

車
道
路
の
建
設
、
港
湾
の
大
型
整
備
化
を
四
本
の
柱
と
し
て
、

県
民
地
元
の
理
解
後
援
を
求
め
な
が
ら
、
そ
の
実
現
を
強
力
に

推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
県
民
の
す
べ
て
が
衆
知
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

と
く
に
最
近
航
空
輸
送
が
発
達
し
、
こ
れ
が
輸
送
全
般
に
占

め
る
比
重
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
、
鹿
児

島
県
の
発
展
に
は
空
港
の
整
備
が
緊
急
な
課
題
と
し
て
と
り
あ

げ
ら
れ
、
そ
の
実
現
は
本
県
の
飛
躍
的
発
展
の
根
元
を
な
す
も

の
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
に
な
っ
て
き
た
。

か
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
現
在
の
鴨
池
鹿
児
島
空
港
の
実

態
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
年
間
乗
降
客
数
は
四
十
五
万
五
千
人

で
、
昭
和
五
十
年
に
は
二
百
五
十
万
人
と
推
定
予
想
さ
れ
、
機

種
も
中
型
機
だ
け
で
処
理
す
る
こ
と
は
困
難
、
百
人
以
上
乗
れ

る
ジ
ェ
ッ

ト
機
が
就
航
し
な
け
れ
ば
、
到
底
必
要
な
需
要
関
係

ターミナルビルの全景
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ビ ｝レ の 入 口

に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
鴨
池
空
港
の
規
模

施
設
で
は
、
年
々
激
増
す
る
航
空
需
要
と
航
空
輸
送
の
発
展
に

応
ず
る
空
港
の
拡
張
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
鴨
池
空
港
の
拡
張

は
、
立
地
条
件
や
そ
の
他
の

こ
と
で
不
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
、

こ
こ

に
、
新
し
く
鹿
児
島
空
港
は
移
転
建
設
の
必
要
に
せ
ま
ら

れ
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
新
大
型
空
港
調
査
会
を
発
足
さ
せ
、

新
空
港
建
設
に
つ
い
て
の
研
究
推
進
を
な
し
、
そ
の
適
地
選
定

の
た
め
の
諸
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

3

大
型
空
港
の
内
容
と
適
地
決
定

大
型
空
港
と
は
、
滑
走
路
長
二
、
五
0
0
メ
ー
ト

ル
、
巾
四

五
メ
ー
ト
ル

位
を
も
つ

B
級
空
港
の
こ
と
で
あ
り
、
で
き
れ
ば

滑
走
路
も
四
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
に
拡
張
す
る
こ
と
の
で
き
る

場
所
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
将
来
五
年

2
-

0
年
後
激
増
す
る
大
型
航
空
機
の
離
発
着
が
安
全
可
能
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
将
来
東
南
ア
ジ
ア
国
際
航
路

へ
の
航
空
機
の

こ
と

も
対
照
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
置
基
準
と
そ
の
他
空
港
に
必

要
な
条
件
等
の
要
項
を
設
定
し
、
こ
れ
を
基
本
条
件
と
し
て
空

港
適
地
を
調
査
会
専
門
委
員
で
調

査

を
実
施
さ
れ
た

の
で
あ

る。
候
補
地
と
し
て
調
査
さ
れ
た
所
は
横
井
原

・
吹
上
浜

・
鹿
屋

・
十
三
塚
原

・
知
覧

．
谷
山
で
あ
り
ま
づ
地
上
お
よ
び
空
か
ら

飛
行
実
地
調
査
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
谷
山

・
鹿
屋
は
地
上

455 



2
 

調
査
で
、
知
覧

．
吹
上
浜
は
飛
行
調
査
で
不
適
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

後
に
残
る
横
井
原
、
十
三
塚
原
に
対
し
て
は
気
象
調
査
、
土

木
技
術
調
査
、
地
耐
力
調
査
な
ど
綿
密
な
調
査
が
お
こ
な
わ

れ
、
そ
の
結
果
を
総
合
判
断
資
料
と
し
て
、

適
地
を
選
定
し
最

終
的
に
は
大
型
空
港
建
設
協
議
会
、
県
議
会
な
ど
の
審
議
に
よ

っ
て
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
七
日
航
空
界
の
著
し
い
伸
展
に
対

応
す
る
と
と
も
に
ア
ジ
ア
地
域
の
基
点
と
し
て
鹿
児
島
空
浩
の

有
利
性
を
活
用
す
る
た
め
、
二
、
五
0
0
C四
、

0
0
0
メ
ー

ト
ル
ま
で
滑
走
路
延
長
が
可
能
で
あ
る
溝
辺
十
三
塚
原
に
決
定

を
み
た
の
で
あ
る
。

新
空
港
建
設
計
画
と
具
体
的
推
進

新
空
港
建
設
準
備
室
の
設
置

県
で
は
六
月
七
日
建
設
場
所
の
決
定
を
み
た
の
で
、
翌
八

日
新
空
港
建
設
準
備
室
を
設
置
し
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作

製
、
地
元
関
係
者
へ
の
説
明
会
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ

が
建
設
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
接
衝
を
国
と
お
こ
な
い
、
そ

し
て
新
空
港
は
売
買
方
式
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
決

定
。
昭
和
四
十
四
年
度
予
算
で
五
十
一
億
八
千
六
百
万
円
を

計
上
、
計
画
が
具
体
化
さ
れ
て
き
た
。

新
空
港
建
設
本
部
設
置

県
で
は
三
月
末
予
算
も
成
立
し
た
の
で
四
月
一
日
新
空
港

建
設
本
部
を
設
置
、
そ
の
陣
容
を
整
え
て
建
設
計
画
の
準
備

を
す
す
め
、
具
体
的
に
本
部
で
も
っ
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

ア
建
設
用
地
買
収

用
地
買
収
に
つ
い
て
四
月
十
七
日
そ
の
買
収
価
額
が
示

さ
れ
た
が
次
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
た
。

面
積
一
〇
ア
ー
ル
当
り
、
畑
五
一
万
四
千
円
、
縮
少
補

償
六
万
一
千
七
百
円
計
五
七
万
五
千
七
百
円
、
山
林
原
野

平
坦
地
、
三
五
万
五
千
円
、
傾
斜
地
二

0
万
三
千
円
と
示

さ
れ
た
が
、
地
権
者
は
こ
の
価
額
に
対
し
て
は
不
満
で
難

色
が
う
か
が
わ
れ
た
。
そ
の
後
五
月
七
日
中
央
公
民
館
で

公
聴
会
が
開
か
れ
て
、
隼
人
、
溝
辺
町
の
地
権
者
約
二
百

五
十
人
集
っ
て
要
求
貫
徹
の
デ
モ
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
用

地
価
額
に
対
す
る
問
題
で
、
い
ろ
い
ろ
接
渉
が
璽
ね
ら
れ

て
き
た
が
、
九
月
一

日
に
買
収
価
格
を
畑
六
八
万
円
、
山

林
三
三
万
円
と
価
額
補
正
が
示
さ
れ
溝
辺
町
地
権
者
一
六

五
名
、
隼
人
町
五
七
名
、
加
治
木
町
二
名
、
総
額
七
億
八

千
八
百
四
三
万
五
千
円
で
妥
結
、
覚
書
に
調
印
を
終
了
、

年
未
に
は
支
払
い
を
開
始
す
る
こ
と
を
県
側
が
約
し
、
こ

こ
に
す
べ
て
用
地
買
収
の
問
題
は
妥
結
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
買
収
補
償
費
の
支
払
い
を
完
了
、
昭
和
四
十
五
年

三
月
十
六
日
新
空
港
施
設
用
地
売
買
契
約
が
完
全
に
成
立
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工

を
み
た
。

工
事
着
工
に
つ
い
て

県
で
は
工
事
請
負
者
を
決
定
鹿
島
建
設
に
よ
っ
て
工
事

は
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
月
二
十
九
日
起
工
式
が

お
こ
な
わ
れ
総
工
費
五
六
億
七
千
二
百
万
円
の
建
設
工
事

が
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

滑
走
路
長
と
対
照
機
種

滑
走
路
の
長
さ
は
将
来
の
運
行
量
、
利
用
機
種
に
よ
っ

て
き
ま
る
の
で
あ
る
が
、
遠
距
離
用
と
し
て
は
超
音
速
機

大
量
輸
送
を
目
的
と
し
た
マ
ン
モ
ス
機
、
中
距
離
線
に
は

ジ

ェ
ッ
ト
機
が
普
及
し
、
航
空
機
の
高
速
化
、
大
型
化
が

一
般
化
さ
れ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
将

来

エ
ア
バ
ス
（
現
在
国
際
線
に
就
航
し
て
い
る
）
程
度
が

就
航
で
き
、

D
e
(
8
、

B
2
7
0
7
な
ど
の
機
種
も
利

用
で
き
る
三
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
を
目
標
に
計
画
さ

れ
た
。用

地
面
稽

滑
走
路
を
三
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
た
場
合
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
進
入
灯
、
計
器
着
陸
の
た
め
の
付
属
施
設

の
用
地
、
騒
音
の
た
め
の
保
全
区
域
等
を
考
慮
に
い
れ
る

と
用
地
の
総
面
積
は
約
一
八
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
そ

の
う
ち
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
用
地
は
二
三
万
平
方
ト
ー
ト
ル
と

ウ ィ

い
わ
れ
て
い
る
。

オ
建
設
費
の
負
担

計
費
の
問
題
で
あ
る
が
、
第
一
種
、
第
二
種
空
港
は
国

が
設
置
し
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
新
鹿

児
島
空
港
は
第
二
種
で
国
が
建
設
の
主
体
に
な
る
e

し
か

し
着
陸
恰
、
滑
走
路
、
銹
迎
路
、

ヱ
プ
ロ
ン

等
の
基
本
施

設
の
七
五
。
ハ
ー
セ
ン

ト
国
庫
負
担
、
残
り
二
五

。ハ
ー
セ
ン

ト
は
地
元
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
鹿
児
烏

空
港
の
場
合
は
特
例
に
よ

っ
て
、
地
元
が

一
0
0
。ハ
ー
セ

ン
ト
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、
県
が
全
額
負
担
す
る

こ
と

に
な
っ
た
。
そ
し
て
工
費
が
完
了
し
た
後
、
囚
が
負
担
す

る
経
費
で
も
っ
て
旧
鹿
児
島
空
港
を
買
上
げ
る
方
式
を
と

る
と
さ
れ
て
い
た
。

地
元
民
に
対
す
る
県
当
局
の
配
慮

鹿
児
島
空
港
建
設
は
県
と
し
て
も
大
事
業
で
あ
り
、
現
在

農
業
経
営
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
十
三
塚
原
の
農
業
の
生
産

面
や
社
会
生
活
面
に
お
い
て
著
し
い
変
動
が
起
こ
る
こ
と
を

予
想
し
、
ど
う
変
る
か
、
空
港
と
と
も
に
周
辺
の
地
域
が
発

展
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

産

業

面
（
経

済）

、
道
路
面
、
生
活
環
境
面
等
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の

希
望
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
、
問
題
面
の
除
去
に
全
力
を
投

球
し
建
設
の
推
進
が
図
ら
れ
て
き
た
。

3
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四

土
地
買
収
に
つ
い
て
は
、
祖
先
か
ら
代
々
継
承
し
農
業
経

営
に
は
か
が
す
こ
と
の
で
き
い
条
件
下
に
あ
る
土
地
を
買
収

し
な
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
っ
て
、
地
権
者
農
家
の
人
に
対
し
、

そ
の
後
の
生
活
に
不
安
と
懸
念
が
な
い
よ
う
買
収
の
補
償
額

で
償
い
を
す
る
と
い
う
万
全
の
構
え

で
、
住
民
の
協
力
を
県

側
は
懇
請
さ
れ
て
き
た
。
正
当
な
価
格
補
償
、
将
来
の
生
活

設
計
樹
立
の
あ
っ
せ
ん
、
営
農
相
談
、
就
職
あ
っ
せ
ん
等
、

今
後
の
生
活
安
定
に
つ
い
て
県
側
の
誠
意
を
示
す
こ
と
を
言

明
さ
れ
た
の
で
、

一
応
の
難
色
は
示
し
な
が
ら
も
妥
結
し
た

の
で
あ
る
。

ま
た
公
害
面
で
は
飛
行
機
の
騒
音
で
あ
る
が
、
将
来
ジ
ェ

ッ
ト
機
化
さ
れ
た
飛
行
機
の
騒
音
が
社
会
生
活
、
家
畜
に
お

よ
ぼ
す
被
害
の
大
き
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の

公
害
除
去
に
つ
い
て
は
、
滑
走
路
の
方
向
選
定
、
安
全
な
離

陸
の
地
点
等
の
飛
行
方
式
の
採
用
な
ど
設
計
工
事
も
だ
が
、

「公
共
用
空
港
周
辺
の
航
空
機
騒
音
の
障
害
防
止
な
ど
に
関

す
る
法
律
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
騒
音
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば

法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
、
県
と
し
て
も
充
分
努
力
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

新
空
港
建
設
工
事
完
成

県
と
し
て
は
昭
和
四
十
三
年
に
調
査
を
完
了
、
建
設
用
地
を

選
択
決
定
し
、
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
で
き

第
二
節

る
よ
う
強
力
に
要
望
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
完
成
時

期
に
つ
い
て
は
、
現
鴨
池
空
港
は
機
種
の
大
型
化
、
乗
降
客
の

急
増
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く

完
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
を
目

度
に
し
て
い
た
が
、
着
工
は
お
く
れ
た
が
工
事
は
順
調
に
進

捗
し
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
に
開
港
さ
れ
、
盛
大
な
開
港

式
が
お
こ
な
わ
れ
、

こ

こ

に
め
で
た
＜
鹿
児
島
空
港
が
完
成

し
、
本
県
の
空
の
玄
関
が
溝
辺
十
三
塚
原
の
原
頭
に
高
層
の
近

代
的
建
築
に
な
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
そ
の
他
の
施
設
の
出
現
を
み

空
の
交
通
路
の
起
、
終
点
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
こ

と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

新
鹿
児
島
空
港
建
設
の
経
緯

鹿
児
島
空
港
建
設
の
た
め
の
識
査
が
開
始
さ
れ
、
適
地
選
定
、

工
事
着
工
、
空
港
が
開
港
す
る
ま
で
の
経
緯
の
主
た
る
も
の
を
あ

ぐ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

。
昭
和
三
十
五
年

八
月
に
十
三
塚
原
を
鴨
池
空
港
の
施
設
公
安
課
長
の
現
地
視
察

実
施
、
国
際
空
港
誘
置
期
成
準
備
会
の
発
足
を
み
た
。

ま
た
郡
内
町
村
会
、
郡
議
長
会
な
ど

で
空
港
設
置
に
つ
い
て
の

陳
情
書
が
提
出
さ
れ
た
。

。
昭
和
―
―
一
十
六
年
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町
議
会
で
町
長
の
空
港
設
置
に
関
す
る
積
極
的
姿
勢
が
表
明
さ

れ
た
。
県
議
会
特
別
委
員
現
地
調
査
の
実
施
、
候
補
地
に
つ
い
て

辺
説
明
が
あ
っ
た
。

。
昭
和
三
十
七
年

高
速
自
動
車
道
路
と
関
速
し
て
、
空
港
設
罹
を
推
進
す
る
こ
と

や
十
三
塚
原
が
有
力
な
候
補
で
あ
る
こ
と
を
議
会
で
町
長
議
長
か

ら
報
告
さ
れ
た
。

。
昭
和
三
十
八
年

い
ろ
い
ろ
な
情
報
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
有
力
な
候
補
地
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
、
郡
議
長
会
に
協
力
方
を
要
請
す
る
。

。
昭
和
三
十
九
年

五
月
一
八
日
岸
前
総
理
大
臣
十
三
塚
原
視
察
を
実
施
す
る
。
郡

町
村
長
会
、
議
長
会
連
盟
で
陳
情
が
な
さ
れ
、
ま
た
町
長
、
議
長

名
で
県
総
務
警
察
委
員
会
長
宛
に
陳
情
さ
れ
た
。

。
昭
和
四
十
年

姶
良
、
伊
佐
開
発
期
成
同
盟
会
か
ら
設
置
に
つ
い
て
の
陳
情
が

な
さ
れ
た
。

。
昭
和
四
十
二
年

商
工
会
関
係
で
、
十
三
塚
原
大
型
空
港
設
懺
促
進
協
力
会
が
発

足
し
、
早
速
空
港
設
置
に
つ
い
て
の
陳
情
が
あ
り
、
ま
た
伊
佐
、

姶
良
開
発
期
成
同
盟
会
で
も
、
再
度
陳
情
を
し
て
い
る
。

地
元
に
お
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
不
安
が
あ
っ
て
、
議
会
に
お
い

て
論
誡
さ
れ
た
が
、
滑
走
路
四
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
、
用
地
―

10

0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
て
地
元
と
の
話
し
合
い
を
推
進
す
る
よ
う
積

極
的
な
意
見
も
だ
さ
れ
た
。

。
昭
和
四
十
三
年

県
知
事
も
空
港
建
設
に
努
力
す
る
こ
と
を
表
明
、
町
長
と
も
話

合
い
が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
麓
公
民
館
で
地
元
酪
農
、
茶
業
者
を

主
体
と
す
る
住
民
と
の
話
し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
陵
南
小
学

校
で
は
地
区
民
要
請
に
よ
る
懇
談
会
が
開
か
れ
た
。

五
月
―
一
日
南
日
本
新
聞
の
大
型
空
港
十
三
塚
原
に
決
定
か
と

の
記
事
に
よ
っ
て
、
地
方
民
の
反
対
連
動
が
急
激
に
高
ま
っ
て
き

た。
各
大
字
別
の
懇
談
会
、
町
内
代
表
者
と
の
懇
談
会
な
ど
が
あ
っ

て
、
五
月
二
十
四
日
の
町
議
会
に
お
い
て
は
、
設
置
反
対
陳
情
を

な
す
こ
と
を
一
三
対
四
で
採
決
し
た
。

六
月
一
日
役
場
に
空
池
問
題
調
査
室
を
設
置
し
、
解
決
に
努
力

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
六
日
に
は
県
企
画
部
長
が
町
議
会

と
懇
談
の
た
め
来
町
懇
談
会
が
実
施
、
傍
聴
者
は

二
0
0名
以
上

に
も
達
し
た
。

反
対
運
動
の
た
め
県
に
い
っ
た
り
、
説
明
に
県
か
ら
み
え
た
り

し
て
い
た
が
、
六
月
七
日
に
空
港
建
設
地
に
十
三
塚
原
が
決
定
さ

れ
、
い
よ
い
よ
町
も
県
も
議
会
も
忙
し
さ
が
一
段
と
増
す
こ
と
に

な
っ
た
。
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空
港
視
察
研
究
、
空
港
設
置

A
案
、
B
案
の
現
地
調
査
、
地
区

民
と
の
懇
談
、
県
お
よ
び
隼
人
そ
の
他
郡
内
外
市
町
内
と
の
接
渉

の
た
め
、
当
局
も
議
会
も
昼
夜
連
続
で
奔
走
さ
れ
、
九
月
三
十
日

B
案
修
正
案
に
同
意
す
る
こ
と
の
表
明
が
な
さ
れ
た
。
一
方
地
権

者
、
地
元
民
は
納
得
い
か
な
い
声
が
強
く
、
そ
の
調
停
に
努
力
さ

れ
た
。
県
で
は
空
港
建
設
事
業
推
進
の
た
め
十
二
月
十
一
日
県
新

空
港
建
設
室
、
分
室
が
石
峯
に
設
置
さ
れ
た
。

代
替
地
対
策
協
力
員
の
任
命
、
新
空
港
権
利
擁
護
期
成
会
（
通

称
地
権
者
会
）
が
発
足
し
、
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

。
昭
和
四
十
四
年

町
開
発
推
進
委
員
会
が
発
足
し
、
熊
本
空
港
を
地
価
課
税
に
対

す
る
資
料
調
査
の
た
め
視
察
し
た
。

新
空
港
建
設
は
売
買
予
約
方
式
に
変
更
さ
れ
、
予
算
事
業
費
五

一
億
八
千
六
百
万
円
が
大
蔵
省
で
計
上
さ
れ
た
。
四
月
十
七
日
用

地
買
収
価
額
、
畑
一
〇
ア
ー
ル
当
り
五
一
万
四
千
円
、
縮
少
補
償

六
万
一
千
七
百
円
計
五
七
万
五
千
七
百
円
、
山
林
原
野
の
平
坦
地

は
三
五
万
五
千
円
、
傾
斜
地
二

0
万
三
千
円
が
示
さ
れ
た
。

五
月
七
日
中
央
公
民
館
で
公
聴
会
が
開
か
れ
た
が
、
隼
人
、
溝

辺
町
の
地
権
者
二
五

0
名
以
上
集
っ
て
要
求
貫
徹
の
デ
モ
も
お
こ

な
わ
れ
た
。

町
当
局
、

議
会
、
地
権
者
の
三
者
会
議
、
県
と
の
交
渉
打
合
せ

会
、
ま
た
、
県
お
よ
び
国
と
の
交
渉
、
数
多
く
の
会
合
を
経
て
、

五
月
二
十
八
日
新
空
港
設
遣
の
件
が
告
示
さ
れ
た
。

用
地
価
格
に
つ
い
て
は

一
応
難
色
が
あ
っ
た
が
、
九
月
一
日
買

収
価
格
が
増
額
と
な
り

‘
-
0
ア
ー
ル
当
り
畑
六
八
万
円
、
山
林

三
三
万
円
で
溝
辺
町
一
六
五
名
、
隼
人
町
五
七
名
、
加
治
木
町
二

名
計
ニ
ニ
四
名
の
地
権
者
分
、
総
額
七
億
八
千
八
百
四
三
万
五
千

円
で
覚
書
に
調
印
を
終
了
妥
結
を
み
た
。

九
月
二
十
四
日
立
入
測
量
の
こ
と
が
調
印
を
終

っ
て
、

一
筆
測

量
が
入
札
に
付
せ
，ら
れ
た
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
拡
張
、
空
港
バ
イ
バ
ス
道
の
説
明
会
が
開
か
れ、

鹿
児
島
空
港
ビ
ル
ヂ
ィ
ン
グ

k

k
発
足
し
、
い
よ
い
よ
空
池
建
設

の
準
備
が
一
段
と
整
え
ら
れ
て
き
た
。

町
に
お
い
て
も
企
画
課
が
設
置
さ
れ
、
新
空
港
・

高
速
道
路
な

ど
の
建
設
に
伴
う
町
財
政
の
計
画
を
総
合
的
に
検
討
樹
立
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

ま
た
用
地
買
収
に
つ
い
て
、
茶
部
会
・
ミ
カ
ン

・桑
固
な
ど
の
補

償
に
つ
い
て
難
航
解
決
を
み
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

は
関
係
地
権
者
会
で
交
渉
委
員
が
接
渉
を
継
続
し
て
い

た
の

で
、

代
表
委
員
で
決
定
し
、
そ
れ
を
地
権
者
に
報
告
了
承
を
得
ら
れ
た

の
で
空
港
建
設
用
地
問
題
が
全
部
解
決
し
た
。
そ
の
時
は
十
二
月

上
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

•

昭
和
四
十
五
年

三
月
二
十
五
日
空
港
建
設
工
事
の
土
木
試
験
工
事
が
行
な
わ
れ
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一
飛
行
場
面
積

総
敷
地
の
面
積

第
三
節

一
、
四
三

0
、

0
八
平
方
メ
ー
ト
ル

（四

た
。
そ
し
て
鹿
島
建
設
が
引
継
き
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
、
三
月

二
十
九
日
に
は
空
港
起
工
式
が
現
地
に
お
い
て
、
知
事

・
運
輸
省

代
表

・
地
元
衆
参
院
議
員

・
地
権
者
代
表
な
ど
関
係
者
多
数
参
列

の
も
と
に
、
厳
そ
か
に
挙
行
さ
れ
た
。

県
大
型
空
港
建
設
推
進
協
議
会
も
発
展
的
に
解
消
さ
れ
、
県
国

際
空
港
推
進
協
議
会
を
発
足
し
、
工
事
計
画
も
大
型
機
就
航
を
予

想
に

い
れ
て
計
画
変
更
が
な
さ
れ
、
ま
す
ま
す
大
規
模
な
工
事
と

な
り
、
予
算
も
追
加
計
上
、
総
事
業
費
五
十
六
億
七
千
二
百
万
円

と
な
っ

た
。

•

昭
和
四
十
六
年

工
事
も
急
速
に
進
捗
し
、
無
線
施
設

・
照
明
施
設
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
建
設
起
エ

・
気
象
施
設
工
事

・
県
駐
車
場
造
成
工
事
な
ど
が

着
工
さ
れ
っ
ち
音
も
に
ぎ
に
ぎ
し
く
、
数
多
い
問
題
も
あ
っ
た
が

県
政
発
展
の
た
め
、
空
の
玄
関
口
と
し
て
、
大
型
空
港
開
港
が
わ

ず
か
二
年
足
ら
ず
で
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

•

昭
和
四
十
七
年

試
験
飛
行

・
飛
行
場
設
置
告
示
な
ど

順

調

に

進
ん
で
四
月
一

日
、
予
定
よ
り
一
年
早
く
開
港
さ
れ
た
。

新
鹿
児
島
空
港
施
設
の
概
要

滑
走
路
の
面
粕

三
―
―
一
万
坪
）

二
、
五
O
O
X
四
五

II
-
―
二
、
五

0
0平

方
メ

ー
ト
ル

駐

機

場

七

バ
ー
ス

ニ
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
地
下
一
階
地
上
四
階
建
）

床

面

積

官

庁
部

分

二

、
六
九
三

・
四
0
平
方
メ
ー
ト
ル

民
間
部
分
一
七
、

0
八
六

・
七
四
平
方
メ
ー
ト
ル

計

一

九、

七
八

O
・
一
四
平
方
メ
ー
ト
ル

各
階
の
案
内

・
一
階
1
1
到
着

ロ
ビ
ー
、
国
内
線

・
国
際
線
航
空
会
社
カ
ウ
ン

タ
ー、

事
務
室
、
荷
捌
場
、
手
荷
物
引
渡
所
、
綜
合

案
内
所
、
銀
行

・
ニ
階
1
1
出
発
待
合
室
、
出
発

ロ
ビ
ー
、

航
空
会
社
事
務
所
、

食
堂
、
ケ
ー
ス
売
店
、
理
髪
店

・
三
階
1
1
送
迎

・
見
学
用
デ
ッ
キ
、
休
憩
室
、
放
送
室
、
救
護

室
、
航
空
局
空
港
事
務
所

四

駐

車

場

第
一

期

工

事

四

五

0
台
分

五

空

港

運
航
便
案
内

別
表
の
と
お
り
運
航
さ
れ
て
い
る
。
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△ 
新
鹿
児
島
空
港
運
航
便
数
調
(
-
日
当
り
）

その他不定期便あり

ナ 香 徳種福沖 徳 あ大 沖 名 大 東
行

線国際 ウ
国 江

旦
子 之 ま 古 I/ 

良

計 Jレ 港計島島 岡 部 島 み 村 縄 屋阪 京
先

過 週 週 便

四
三一二三ーニ 八 ーニ五ー・三ニ ー ニ五 数
便 便 便

ダ YYボ YYボ ボ ボボ ボ
グ

II 
S SI 

II II 
S SI I l I I 機

ラ 1 1イ” 1 1イイ IIイイ IIイ
ス 1 1ン 1 1ンン ンン ン＇
D グ ググ ググ グ
C 7 7 3 7 7 3 7 7 7 3 7 
I 2 3 2 2 2 
8 7 7 7 7 7 7 7 7 

種

I 

ナ 日 東
全 東亜 全日 航

ゥ本

）レ航
,, 日 航空国内 本空輸

空

北/~ 空
II II II II II II II 会

社
和 k K K 

名
国 K 亜 空 K K 

I 

昭昭D ボ Y ボ大 ボ
和 和C I s I I 

四t四 I
イ 1 //イ 分 ／／イ 摘

+ 七 8 ン 1 ン’ ン
グ ヘ グ 経 グ

年年一 7 六 7 7 7 
十六三 2 

゜
2由 32 

二月 〇 7 人 7 

一77七I 
月三人 ヽ

五 日乗

＾ 
は

日よ あ 三七
よ り 区 ま 〇八 五八
り 就 み 人人 人人
II 航 型 経

＾^ 
ヘヽ 由

~~ ゜゚要型、...,.._, 、一
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コミュニテ ィセン ター全景
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第
二
章

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
設
営
と
新
生
溝
辺
の
胎
動

聖
域
高
屋
山
上
陵
の
西
隣
に
位
置
す
る
上
床
山
は
、
地
勢
上
ま

た
行
政
上
か
ら
町
の
中
心
地
に
あ
た
り
、
昭
和
四
十
六
年
町
は
こ

の
地
域
を
自
然
公
園
に
造
営
し
、
兼
て
町
開
発
の
拠
点
と
し
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
営
に
入
っ
た
。

今
そ
の
事
業
経
過
を
ひ
ろ
っ
て
見
る
。

日
昭
和
四
十
五
年
、
本
町
も
過
疎
地
域
と
し
て
指
定
を
受
け
、

そ
れ
が
対
策
を
立
て
る
た
め
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
チ
ビ

ッ
コ
広
場
、
運
動
公
園
等
の
計
画
が
な
さ
れ
た
。

口
昭
和
四
十
六
年
県
と
協
議
し
て
、
如
上
の
計
画
を
絋
込
ん

だ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
設
の
構
想
を
決
定
し
た
。

曰
昭
和
四
十
七
年
一
月
五
日
、
セ
ン

タ
ー
建
設
に
関
す
る
県

と
の
協
議
が
整
い
、
設
計
を
加
治
木
町
有
川
建
設
事
務
所
に

委
託
し
た
。

四

同

年

二

月
、
町
試
会
、
開
発
公
社
理
事
会
、
農
業
委
員
会

等
に
対
し
て
計
画
内
容
の
説
明
を
行
な
っ
た
。

国
同
年
二
月
九
日
、
用
地
買
収
の
妥
結
を
見
る
。

因
同
年
二
月
二
十
日
、
業
者
に
対
し
て
現
地
説
明
会
を
行
な

゜
入っ

田
二
月
二
十
八
日
、
入
札
の
結
果
鹿
児
島
市
中
島
建
設
株
式

会
社
が
落
札
し
た
。

同
年
二
月
十
五
日
、
整
地
作
業
完
了
。

同
年
十
二
月
十
八
日
竣
工
式
挙
行
。

同
年
十
二
月
二
十
日
開
館
の
連
び
と
な
る
。

工
事
費
そ
の
他

総

工

事

費

一

0

0
、
三
九

四

千

円

・

内

訳

田

造

成

費

五

、
0

0
0
千
円

②

建

物

七

九
、
0
二

四
”

③

電

気

湯

水

棟

四

、
0

0

0
”

④

造

園

費

一

、
五
0
0
”

⑤

備
品
購
入
費

四
、
二
七
0
”

⑥

雑

費

三

、
六

0

0
”

m
水

道

工

事

三

、
0

0

0
”

な
お
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
寄
せ
ら
れ
た
大
口

寄
付
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

田

鹿

児

島

銀

行

一

、
0

0
0
千
円

②

大
字
腿
公
正
会
一

、
0
0
0
”

③

有
川
同
志
会

五

四

0

”

④

竹

子

共

正

会

四

八

0

”

固

崎

森

共

志

会

二

七

0

”

的

三

縄

自

牒

会

一

三

0

”

に） 四匹
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各
階
の
施
設
内
容

一
階
ロ
ビ

ー、

事
務
室
、
管
理
人
室
、
老
人
室
、
婦
人

室
、
青
年
室
、
球
技
室
、
厨
房
、
配
膳
室
、
浴
室

作
業
員
室
、
便
所

二
階
会
議
室
、
結
婚
式
場
、
披
露
宴
室
、
大
集
会
場
、

和
室
（
六
）
、
配
膳
室
、
便
所

三
階
階
段
室

四

階

展

望

室

そ
の
他
の
施
設

バ
レ
ー
コ
ー
ト
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
駐
車
場

生
活
園
芸
団
地
、
町
民
綜
合
グ
ラ
ン
ド

こ
の
よ
う
に
本
館
を
拠
点
と
し
て
、
自
然
を
巧
み
に
取
り
入
れ

小
鳥
の
森
、
老
人
の
森
、
学
童
の
森
を
遊
歩
道
に
よ
っ
て
結
び
、

動
物
の
放
し
飼
、
草
ス
キ
ー
場
、
野
球
場
等
多
種
多
様
な
企
画
が

な
さ
れ
、
こ
れ
が
完
成
の
暁
は
町
開
発
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
広

く
世
人
の
憩
の
場
と
し
て
そ
の
果
す
べ
き
役
割
は
ま
こ
と
に
大
き

、。
'
>
 ＠

未
来
へ
の
展
望

今
標
高
三
七
六
メ
ー
ト

ル
、
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
四
階
の

展
望
台
に
立
っ
て
見
よ
う
。
北
方
長
尾
連
山
の
す
そ
に
ひ
ろ
が
る

竹
子
田
園
地
帯
、
西
方
に
は
横
峯
原
、
有
川
原
を
望
み
、
眼
を
東

南
方
に
転
ず
れ
ば
、
三
縄
丘
陵
地
帯
よ
り
麓
、
崎
森
地
域
に
わ
た

っ
て
広
く
連
な
る
よ
く
野
、
そ
の
尽
き
る
と
こ
ろ
四
時
波
静
か
な

る
錦
江
湾
上
夢
と
浮
ぶ
桜
岳
は
ま
さ
に
わ
が
庭
園
、
遥
か
薩
南
の

空
に
は
薩
摩
富
士
も
ま
た
そ
の
美
容
を
誇
っ
て
い
る
。
そ
の
昔
神

話
に
語
ら
れ
、
今
出
で
湯
の
里
と
し
て
に
ぎ
わ
う
霧
島
連
峯
は
東

天
に
眠
り
、
日
々
そ
の
様
相
を
変
え
つ
つ
め
ま
ぐ
る
し
い
躍
動
を

つ
づ
け
る
空
港
周
辺
、
さ
て
は
昨
日
も
今
日
も
紺
碧
の
空
深
く
吸

い
込
ま
れ
行
く
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
影
全
く
一
幅
の
絵
巻
物
と
い
っ
て

よ
か
ろ
う
。

思
え
ば
敗
戦
の
物
資
欠
乏
に
生
死
の
境
を
ほ
う
こ
う
し
た
日
本

国
民
に
と
っ
て
「
経
済
復
興
」、

こ
れ
こ
そ
は
す
べ
て
に
優
先
す

る
い
わ
ば
至
上
命
令
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
幸
に
し
て

挙
国
一
致
血
み
ど
ろ
の
努
力
の
結
果
は
立
派
に
実
っ
て
人
類
史
上

未
だ
か
っ
て
見
ず
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
経
済
発
展
を
逐
げ
た
。

し
か
し
余
り
に
も
急
激
な
開
発
の
結
果
は
、
美
し
い
自
然
を
極

度
に
破
壊
し
、
恐
る
べ
き
各
種
の
公
害
は
人
々
の
生
存
さ
え
脅
す

に
至
っ
た
。

こ
こ

に
お
い
て
人
々
は

「こ
れ
で
は
い
け
な
い
、

真

に
生
き
る
喜
び
と
は
何
か
」
を
模
索
し
、
福
祉
優
先

へ
の
文
明
転

換
を
求
め
、
従
来
過
疎
に
悩
み
、
生
産
意
欲
も
衰
頭
の
一
路
を
た

ど
り
つ
つ
あ
っ
た
農
村
の
価
値
を
改
め
て
問
い
た
だ
す
べ
き
時
期

に
際
会
し
た
の
で
あ
る
。

空
港
開
設
と
い
う
時
点
で
、
急
激
に
変
ぼ
う
し
つ
つ
あ
る
溝
辺

町
が
今
後
ど
の
よ
う
な
発
展
の
経
路
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
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※ 
5
 

4
 

3
 

の
見
通
し
は
大
変
む

つ
か
し
い
こ
と
で
、
町
民
が
早
速
取
組
む
べ

き
観
光
資
源
の
開
発
、
時
代
に
先
行
す
る
新
し
い
農
林
業
へ
の
転

換
、
商
工
業
の
推
進
な
ど
一
連
の
施
策
は
、
町
の
産
業
経
済
構
造

を
一
変
し
、
町
民
意
識
の
変
化
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
様
相
は

そ
の
姿
を
全
然
か
え
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
特
に
陸
、
空
の
交
通
の

要
地
と
し
て
、
や
が
て
は
ア
ジ
ャ
大
陸
、
東
南
ア
ジ
ャ
ヘ
の
空
の

玄
関
と
し
て
時
代
の
脚
光
を
浴
び
る
空
港
及
び
そ
の
周
辺
の
変
ぽ

う
は
到
底
予
断
を
許
す
と
こ
ろ
で
な
い
。

星
霜
こ
こ
に
幾
千
載。

「
天
っ
ち
と
共
に
栄
え
行
く
大
和
島
根

ぞ
」
、
と
の
神
の
み
む
ね
に
抱
か
れ
て
、
こ
の
郷
を
守
り
育
て
て

来
た
祖
先
の
偉
大
な
る
業
績
と
、
そ
れ
を
土
台
と
し
て
組
立
て
ら

れ
て
い
る
現
代
文
化
の
姿
を
適
確
に
と
ら
え
、
こ
れ
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
の
わ
れ
ら
の
郷
土
誌
編
集
の
仕
事
も
、
新
生
溝
辺
の
出

発
を
明
日
に
し
て
一
ま
ず
結
末
を
つ
け
た
い
と
思
う
。

平
和
で、

豊
か
な

こ
の
郷
の
永
遠
の
繁
栄
を
祈
り
つ
つ
。

参
考
文
献

（第
四
部
）

三
国
名
勝
図
絵

（南
日
本
出
版
文
化
協
会
）

薩
隅
日
地
理
纂
考

県
神
社
誌

鹿
児
島
県
史

（県）

鹿
児
島
の
文
化
財

（南
日
本
新
聞
社
）

2
 

3
 
2
 

※ 

参
考

・
引
用
書

（
第
一
部
し
第
五
部
）

新
選
漢
和
辞
典
（
小
林
信
明
編
）
小
学
館

広
辞
苑
（
新
村
出
編
）

岩
波
書
店

用
字
用
語

必

携

三

省

堂
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古代社会時代 原 始 社 メ本 時 代

開式土器時代） （纏文IC式新土石器器時）代） （無（土旧器石時器代）） 

雰
西暦前661。 神 代

剛 紫
国門 県

向 国・熊 襲

町

西

暦

年

弓に

畠生 I 国

塁 県

器 器 紆
土 土 巴
貫 胃
石 石

＇ 
器
類 町
出

土 土

゜ ゜

史

＠

年

表
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代

古

1:1。飛鳥時代 5[93

代 社 会 時 代

（古 墳 時 代） （弥生

代

713 

大 和 時 代

日 向 国
筑 紫

（日向国・熊襲国）
国

（国 造） 3 L ． 3 

七
0
八

七
―
二

七
一
三

六
四
五

五
五 ~ 

II 和
銅”

 

大
化

0
国
造
任
補
さ
れ
る
。

〇
仏
教
の
伝
来
。

元

0
石
祠
片
出
土
（
上
人
が
丘
ー
高
僧
入
滅
の
伝
説
）

五

0
古
事
記
な
る
。

六

0
大
隅
国
、
日
向
国
よ
り
分
立
。

竺
0
大
化
の
改
新
。
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11192 

犀葉宗附\11越時界2\45名越朝門22~島津忠介1197

中 世 封 建 社 会 時 代

倉 時 代

時 代

古 代 社 会 時 代

歴

平安時代
4
 ，
 

史

一7
1

奈

時

良 時

大 隅 国

（国 司）

―
―
八
六

―
―
九
二

―
―
九
七

―
一
九
七

七
二

0

II 文
治

建
久”

 
二

0
島
津
忠
久
薩
摩
国
に
入
国
。

三
〇
源
頼
朝
征
夷
大
将
軍
と
な
る
。

八

―

0
大
隅
国
守
謹
職
任
補
さ
る
。

”

0
建
久
図
田
帳
調
進
さ
る
。

0
大
隅
国
、
国
司
任
補
さ
れ
る
。

養

老

四

一0
日
本
書
紀
な
る。
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中 世 封 建 社 会 時 代

時 13¥92 

代

南
一

北 朝 時 代 建武
一 ~ 親政
1336 1333 

鎌

守 護

這？島津久胄隠島津元久今川了俊 1⑥島津氏久 1⑤島津貞久 桜田師頼 北条時直
13 95 13 76 13i51 13 34 13123 12 

本田重親溝辺孫太郎
1_3_76 1358 1332 

城 主 時 代

一
四
二
四

一
四

一
三
七
六

一
三
五
八
， 

応
永
三

一

応
永
一
八

永
和

延
文

正
慶

元

0
こ
の
こ
ろ
、
溝
辺
孫
太
郎
溝
辺
城
（
山
城
）
を
築
き
居
城
と
す
る。

0
島
津
家
武
将
本
田
重
親
溝
辺
城
を
継
ぐ
。

〇
鷹
屋
神
社
移
転
建
立
（
現
在
地
へ

）

0
蔵
王
神
社
建
立

（崎
森
長
谷
、
金
峰
神
社
前
身
）

0
本
田
重
親
島
津
氏
久
に
従
い
、
日
向
国
都
城
で
戦
い
戦
死
す
る
。
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中 世 社 会 封 建 時 代

室 町

代

塾

1525 I 
⑯島津貴久⑮島津勝久⑭島津忠隆⑮島津忠治 ⑬島津忠昌 ⑪島津立久⑩島津忠国

1527 15119 1515 1508 1J4 1470 

国 時 代 14¥s1 

大 隅 国

城 主 時 代

15134 

氏 時 代 1486 

一
五
＿
―
-
四

一
五
二
六

一
四
八
六

一
四
九

0

天
文

大
永

六

文
明
一
八

延

徳

二

〇
肝
付
兼
演
併
城
主
と
な
り
加
治
木
城
に
移
転
す
る
。

〇
肝
付
兼
演
辺
川
を
併
有
す
る
。

〇
肝
付
兼
固
溝
辺
城
主
と
な
る
。

0
稲
荷
神
社
移
転
建
立
（
上
宮
、
下
宮
現
在
地
宮
脇
へ
）

0
こ
の
こ
ろ
、
心
慶
寺
建
立
（
肝
付
家
菩
提
寺
漕
洞
宗
）
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近世封建 社 会 時 代

江 戸 時 代 安

久
16138 

⑲島 津 家

I 
1603 

久1602

中 世

土 桃

封

山 時 代
． 5 

大 隅 分 国 時

⑲ 島 津 義

建

弘

社 会 時

⑰島津義久
1585 

代

1566 

．
 

忠 朗

1631 

豊臣秀吉直
轄領
（石田三成）

1599 1594 

城 主 時 代

肝付氏加治木時代

肝 付

一
六
五
九

一
六
三
一

一
六
三
四

一
六
三
五

一
五
九
四

”
 

一
五
九
五

一
五
九
九

一
六

0
三

一
五
八
一

一
五
八
四

一
五
四
三

一
五
七
三

万
治

寛

永

八
二

II II 

”
 

慶
長”

 

文
禄”

 
三
〇
豊
臣
秀
吉
の
直
轄
領
と
な
り
石
田
三
成
代
官
と
な
る
。

三

〇

肝

付

兼

三

（

併

城

主

）
加
治
木
よ
り
喜
入
に
移
転
す
る
（
所
領
替
え
）

四

0
文
禄
検
地
終
了
（
三
年
間
）
。

四

0
朝
鮮
役
の
勅
功
に
よ
り
豊
臣
氏
の
直
轄
領
島
津
家
に
復
帰
す
る
。

八

0
徳
川
家
康
征
夷
大
将
軍
と
な
る
。

II 天
正

二九

元

亀

三

（四
）
？

天
文

―
二

0
加
治
木
島
津
家
誕
生
、
同
時
に
竹
子
村
は
加
治
木
領
地
と
な
る
。

〇
溝
辺
村
（
麗
村
）
加
治
木
衆
中
給
地
に
編
入
さ
れ
る
。

0
キ
リ
ス
ト
教
宗
門
、

一
向
宗
門
改
め
。

0
こ
の
こ
ろ
、
竹
子
村
に
四
七
家
加
治
木
よ
り
移
転
し
て
来
る
。

〇
溝
辺
村
（
麗
）

、
有
川
村
、
三
縄
村、

崎
森
村
鹿
児
島
給
地
に
編
入
。

0
飯
留
神
社
建
立

（有
川
）。

0
熊
野
神
社
建
立

（木
佐
貫
原
）

。

〇
板
碑
（
供
養
塔
）
建
立

（有
川
原
）
。

0
前
玉
神
社
建
立

（
三
縄
）
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近 世 封 建 社 時 代

江 戸

時会

代

薩 摩 藩

⑮ 重年 ⑭宗
55 17 49 

17/54 5. 久方

地1749 
右ヱ門 頭

1763 

重⑬継
17 46 

4. 

豊⑫吉
1721 

貴 ⑪島津綱貴
1704 

久 門

1734 

3. 季

瞑

1686 

2. 

⑳島

久

津 光

久 煎

1672 

一
七
五
四

一
七
三
二

一
七
五
三

一
六
九
六

II 宝
暦

四

享
保
一

七

元
禄

九

0
水
神
建
立
（
有
川
森
園
）

。

0
こ
の
こ
ろ
、
段
溝
工
事
完
成
（
竹
子
）
。

〇
梅
谷
寺
移
転
建
立
、
真
言
宗
（
石
原
三
文
字
久
保
田
宅
下
）
。

0
馬
頭
観
音
建
立

（竹
子
極
楽
大
園
）
。

＠
溝
辺
の
地
頭
任
命
さ
れ
る
。
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近 世 封 建 社 会 時 代

江 戸 時 代

薩 摩 藩

贔，＠斉宣1787

7. 久照18[00 6. 久 徴 17[72 
溝辺郷

10 9. 8. 7. 6. 5. 4 3. 2 
新納窪田 山田大野 島津 小松伊知地山元山田 1.日高次
35 1832 1818 1812 1799 1L87 1781 1767 1764 1761 

津 斉 興 ⑮ 島 津 重 豪

13[30 
17 

八
一
八
二
五

一
八

一
八

八
一
七
九
六

一
七
九
九

一
七
八
〇

一
七
八
一

一
七
八
四

一
七
八
七

一
七
六
一

一
七
六
二

一
七
六
四

”
 

天
保

II 

八

文

政

元

文

化

九

寛

政

八

”

-

”天安
明永

七四元九

II II II II ” 

―― ―ニ一
四

〇
溜
池
築
造
工
事
完
了
（
竹
子
剥
岩
池
）。

＠
新
納
主
税
地
頭
と
な
る
。

＠
窪
田
筑
右
ヱ
門
地
頭
と
な
る
。

＠
山
田
新
右
ヱ
門
地
頭
と
な
る
。

0
田
の
神
建
立

（竹
子
祝
儀
園
）
。

0
石
仏
像
建
立

（
第
一
次
上
人
が
丘
）
。

＠
山
元
猪
敬
太
地
頭
と
な
る
。

0
五
輪
塔
建
立
（
有
川
石
原
三
文
字
）
。

＠
小
松
右
近
地
頭
と
な
る
。

0
田
の
神
建
立
（
有
川
菅
口
）
。

＠
島
津
勝
馬
地
頭
と
な
る
。

0
第
二
次
石
仏
像
建
立
追
加
工
事
完
了
（
上
人
が
丘
）
。

＠
大
野
多
文
地
頭
と
な
る
。

＠
山
田
新
太
地
頭
と
な
る
。

474 



近 代 社 会 時 代

_|
細
-

．
 

近 世 封 建 社 会 時 代

江 戸 時 代

藩 知 事
1869 

⑳
 

島 津

薩

忠 義

10. 久 宝

摩

斉⑲

56 

58181 

8
 

，
 

藩

彬1851

9. 久長18150

函
）

島

8. 久

肝

溝 辺郷

I 18 1 17 I 16. 15 14. 13. I 12. 11. 
付 平田 伊集院 川 上 閥 牟 田 士 岐 富山平田中村

18 69 18.68 13;55 18164 1816翌'1854 18150 1848 18 

一
八
七

0

II II 

一
八
六
九

”
 

” 一
八
六
八

”
 

一
八
六
六

一
八
六
四

一
八
六

一
八
六

一
八
五
四

一
八
五
〇

一
八
五
三

一
八
四
八

一
八
三
五

II II /I II I/ 明
治

慶
応

―IO
平
民
に
名
字
の
称
を
許
す
。

元
＠
平
田
善
太
郎
地
頭
と
な
る
。

0
神
仏
分
離
令
公
布
。

0
外
山
十
郎
、
最
勝
寺
矢
八
が
鳥
羽
伏
見
の
戦
に
出
陣
。

元

治

元

文
久

II 安

政

元

II II 

六 三

嘉

永

元

II 

＠
川
上
竜
衛
地
頭
と
な
る
。

＠
志
岐
平
太
夫
地
頭
と
な
る
。

六

＠
中
村
黒
人
地
頭
と
な
る
。

⑥
平
田
善
太
夫
地
頭
と
な
る
。

＠
富
山
半
蔵
地
頭
と
な
る
。

〇
軍
神
愛
宕
神
社
建
立
（
こ
れ
以
前
建
立
年
月
不
明
）
。

0
田
の
神
建
立
（
木
場
）
。

＠
閥
牟
田
利
兵
衛
地
頭
。

〇
薩
英
戦
争
に
岩
元
周
左
ヱ
門
、
外
山
十
郎
出
陣
す
る
。

＠
伊
集
院
伊
善
地
頭
と
な
る
。

＠
肝
付
次
右
ヱ
門
地
頭
と
な
る
。

〇
溝
辺
郷
校
創
立

（月
日
不
明
）
。

0
外
城
常
備
隊
設
置。

0
藩
籍
奉
還
。
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近 代 社 会 時 代

明

令

治
．

時 代

児 島 県
県
権
令

鹿児島県参事 枷耐
県

参 権参事

秋
1879 

2. 岩村通俊
． 8 7 7 

①
 

大 山 網 良
ヽ8 一7 ． 

戸 長 制 時 代

園
宮

田越
路

右
斉

ヱ
之

門
返

1877 
上
岩

原
元

宇兵
七

衛
郎

1817220. 
椎原 19 

一
八
八
〇

一
八
七
九

” II II II 

一
八
七
七

”
 

”
 

一
八
七
三

”
 

一
八
七
四

”
 

一
八
七
六

II ” II 一
八
七

”
 

一
八
七

”
 

II II ” II II II II ” ／／ II II ” II II II II II II II II ‘’ 

＠
園
田
越
右
ヱ
門
（
浦
三
ケ
村
）
戸
長
と
な
る
。

＠
宮
路
斉
之
返
（
麗
、
崎
森
村
）
戸
長
と
な
る
。

I
I
O西
南
の
役
起
る
。
溝
辺
隊
（
五
三
名
）
出
陣
す
る
。

”

0地
租
改
正
（
百
分
の
二
、
五
）
。

”

0

日
千
し
茶
製
法
の
導
入
。

0
加
治
木
署
察
署
の
設
置
、
そ
の
管
内
に
は
い
る
。

II 1
0
 

”
 

四
〇
徴
収
新
兵
編
成
。

〇
廃
藩
置
県
。

五
＠
椎
原
与
右
ヱ
門
地
頭
と
な
る
（
二

0
代
）
。

”

0
地
頭
制
度
廃
止
。

＠
上
原
宇
兵
衛
（
浦
三
ケ
村
）
戸
長
と
な
る
。

＠
岩
元
周
左
ヱ
門
（
競
、
崎
森
村
）
戸
長
と
な
る。

II 

”

0田
畑
永
代
売
買
禁
止
解
除
。

”

0学
制
公
布
。

0
近
衛
兵
を
置
く
。

0
鎮
台
条
令
制
定
。

六

0
太
陽
暦
実
施
。

0
地
租
改
正
。

0
徴
兵
令
布
告
。

”

0
大
隅
国
鹿
児
島
県
に
合
併
と
な
る
。

七
＠
上
原
八
二
（
浦
三
ケ
村
）
戸
長
と
な
る
。

＠
岩
元
七
郎
（
麗
、
崎
森
村
）
戸
長
と
な
る
。

〇
溝
辺
小
学
校
と
改
称
（
前
身
郷
校
）
。

九 II ” 

0
玉
利
小
学
校
創
立
。

〇
腟
に
説
教
所
設
置
さ
る
（
照
明
寺
前
身
）
。
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近 代 社 会 時 代

明 治 時 代

鹿 児 島 11司ぇ、： 知 事 鹿

久 宣

1895 
應 川崎矢太郎

5. 大迫貞清 4. 山内提雲 3. 
1894 1892 1890 

郎+1893 
岩 ）じ 七

渡

戸 長

烏居惟善

刀｝、J

制 時

千

代

”
 

一
八
九
五

II 

一
八
九
―
―
-

一
八
九
四

II 
／／ 

一
八
八
八

一
八
八
九

一
八
九
〇

一
八
九
一

”
 

一
八
九
二

”
 

II 

18184 1881 
I上原宇兵衛
岩 元 七 郎

”――””― II 

八八 八
八八 八
七四 一

II II ‘’ II II II II II II II II ” ” II II ” II ” II II II II 

”
 

ニ
八 II II 

二―

0
市
町
村
制
公
布
。

ニ
ニ

●
村
制
実
施
初
代
村
長
に
岩
元
七
郎
な
る
。

二
三

0
加
治
木
！
溝
辺
ー
横
川

1
栗
野
県
道
開
通
す
る
。

ニ
四

0
校
舎
移
転
改
築
落
成
（
現
在
地

へ
竹
子
小
）
。

”

0

私
立
石
原
法
務
所
設
立
（
高
陵
寺
）
。

二
五

0
町
内
各
小
学
校

へ
教
育
勅
語
下
賜
さ
る
。

”

0
玉
利
尋
常
小
学
校
と
改
称
（
玉
利
小
）

。

二
六

●
川
崎
矢
太
郎
二
代
村
長
と
な
る
。

二
七

0
消
防
組
規
則
制
定
（
知
事
管
下
と
な
る
）
。

I

I

O
清
国
に
宣
戦
布
告
（
八
月
一
日
）
。

0
日
清
戦
争
従
軍
者
（
二
四
名
）
。

〇
農
会
規
則
制
定
に
基
づ
き
、
農
会
発
足
す
る
。

●
上
原
八
二
三
代
村
長
と
な
る
。

II II 0 七 II II 

”
 

一
四

〇
御
真
影
を
奉
た
い
す
る

（三
小
学
校
）
。

0
金
山
道
が
開
通
す
る
（
加
治
木
ー
十
文
字
ー
竹
子
原
ー
山
ケ
野
）
。

＠
上
原
宇
兵
衛
（
浦
三
ケ
村
）
戸
長
と
な
る
。

＠
岩
元
七
郎
（
儘
、
崎
森
村
）
戸
長
と
な
る
。

0
竹
子
小
学
校
創
立
（
極
楽
大
園
）
。

＠
鳥
居
惟
善
（
官
選
戸
長
）
戸
長
と
な
る
。

〇
溝
辺
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
。

〇
仮
校
舎
を
玉
利
に
移
転
増
築

（玉
利
小
）
。

0
こ
の
こ
ろ
、
ニ
オ
会
が
青
年
団
組
織
に
移
行
す
る
。
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近 代 社 会 時 代

明 治 時 代

鹿 児 島 県 知 事

8. 坂元彰之助 I 
1907 

7. 千 頭 吉
目̀1
 

臣 函6. 加 納

村 制 時 代

下平八
19108 1906 1903 1901 1898 1896 

上原四郎左衛門 郡山十太郎 町田正八郎 川崎矢太郎岩元七郎 上
I 八

一
九

0
九

II 

一
九
〇
八

II 

II 一
九

0
ニ

一
九

0
三

一
九

0
四

II 一
九

0
五

一
九
〇
六

”
 

一
九
〇
七

”
 

”
 

一
八
九
八

”
 

一
八
九
九

一
九

0
1

”
 

一
八
九
六

”
 

II 

II II II II II II II II II II II II II I/ I/ I/ II // II II II II II 

四 四
II II II 

二
九II 

II 

0
肥
薩
線
開
通
す
る
。

●
岩
下
平
八
九
代
村
長
と
な
る
。

0
日
清
講
話
条
約
調
印
さ
る
。

●
岩
エ
七
郎
氏
四
代
村
長
と
な
る
。

〇
溝
辺
小
に
高
屋
高
等
小
学
校
を
併
設
す
る
。

0
竹
子
共
正
会
結
成
さ
る
。

三一

●
川
崎
矢
太
郎
五
代
村
長
と
な
る
。

”

0

照
明
寺
の
寺
号
を
下
付
さ
れ
仏
閣
に
昇
格
す
る
（
照
明
寺
）
。

三
二

0
日
農
会
法
公
布
（
三
三
•
四

・

一
日
施
行
）
。

三
四

●
町
田
正
八
郎
六
代
村
長
と
な
る
。

I

I

0
有
川
（
石
原
）
設
教
所
設
立
（
高
陵
寺
の
前
身
）
。

”

0

有
川
同
志
会
結
成
さ
る
。

三

五

〇

溝

辺

小

火

災

全

焼

（九
月
二
七
日
）
。

三
六

●
郡
山
十
太
郎
七
代
村
長
と
な
る
。

三
七

0
ロ
シ
ア
に
宣
戦
布
告
（
二
月
一

0
日
）
。

”

0
日
露
戦
争
従
軍
者

(
1
0
一
名
）
。

三
八

0
日
露
講
話
条
約
調
印
さ
る
。

三
九

●
上
原
四
郎
左
衛
門
八
代
村
長
と
な
る
。

I

I

O
溝
辺
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
す
る
。

四

0

0

こ
の
こ
ろ
、
み
か
ん
園
の
導
入
（
麓
藤
谷
氏
）
。

”

0
溝
辺
小
校
舎
建
築
落
成

（三
月
三
一
日
）
。

0
玉
利
小
校
舎
建
築
落
成

(
-
0月
）
。

0
三
縄
自
謳
会
結
成
さ
る
。
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近 代 社 会 時 代

大 正 時 代

鹿 児 島 県 知 事

望
1921 

11 柄 本 正 治
I I 

I 10. 高岡直吉 9谷口留五郎 l 

19:17 1914 19111 

村 制 時 代

野 間 皿
塁 助

． ， ヽ7 
JII 崎 矢 太 郎

1912岩

II 

”
 

一
九
一
八

一
九
一
九

”
 

一
九
二

0

”
 

一
九
ニ
―

II II 
一
九

一
七

”
 

一
九
一
五

一
九
一
六

”
 

一
九
一
四

”
 

”
 

一
九”

 
一
九
―
二

一
九
一
〇

／／ II II II ” II II II II II II II II II 

”
 

大
正”

 
” II 

II ” 一ノ‘ 五四

●
川
崎
矢
太
郎
一

0
代
村
長
と
な
る
。

0
た
ば
こ
耕
作
組
合
発
足
す
る
。

0
京
都
宇
治
茶
種
子
報
入
す
る
。

〇
懇
右
元
平
八
方
に
駐
在
所
（
仮
詰
所
）
を
設
置
す
る
。

I

I

O

こ
の
こ
ろ
、
部
落
婦
人
会
結
成
ー
校
区
ー
町
段
階
の
結
成
な
る
。

三

0
村
信
用
販
売
購
売
組
合
の
設
立
。

”

0第
一
次
世
界
大
戦
ほ

っ
発
。
日
本
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
（
八
月
二
三

日
）。

出
兵

（陸
軍
山
東
半
島
上
陸
、
膠
州
湾
青
島
占
領
、
海
軍
南
洋
諸
島
占
領
。

0
郡
山
十
太
郎
県
会
議
員
当
選

（
一
期
）
。

〇
養
蚕
組
合
発
足
す
る
。

●
野
間
豊
助
―
一
代
村
長
と
な
る
。

〇
麓
中
原
清
志
方
に
仮
駐
在
所
を
移
転
す
る
。

〇
溝
辺
小
に
男
子
実
業
学
校
を
付
設
す
る

（
四
月

一
日
）。

”

0

県
道
（
中
初
場
ー
嘉
例
川
ー
表
木
山
線
）
開
通
す
る
。

七

0
第
一
次
世
界
大
戦
休
戦
条
約
調
印
。

八

0
崎
森
共
志
会
結
成
。

I
I
O
ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
調
印
（
六
月
）
。

九

〇
皇
太
子
殿
下
（
今
上
天
皇
）
高
屋
山
上
陵
御
参
拝
（
三
月
三

0
日
）
。

I

I

O
国
際
連
盟
発
足
加
入
。

1
0
 

0
木
佐
貫
に
製
茶
工
場
誕
生
（
今
吉
与
助
）
。

”
-0米
穀
法
公
布
。

I/ 
四
五

”
 

二II 
四

0
竹
子
小
校
舎
増
築
落
成
（
三
教
室
）
。
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近 代 社 会 時 代

大 正 時 代

鹿 児 島 県 知 事

橋本学
28 1927 

15. 長 野 ム肖ャ I 14. 県
19125 

忍 13. 小幡豊治 12. 中川
1924 19123 

村 制 時 L t 

1925 
宗 像 林 角

1922 

一
九
二
七

”
 

II II 

”
 

一
九
二
六

”
 

II II II 

一
九
二
五

II 

一
九
二
四

”
 

II II 

”
 

一
九
ニ
ニ

”
 

一
九
二
三

昭
和”

 
II 二

II II ／／ I/ II II II II // II ／／ II II II II II II II II 

II II 

0
石
原
高
陵
寺
仏
閣
に
昇
格
す
る
（
九
月
二
八
日
）
。

――

●
宗
像
林
角
―
二
代
村
長
と
な
る
。

II

O
海
軍
軍
縮
条
約
に
調
印
。

三
I

o馬
産
限
定
貸
付
条
件
施
行
（
営
林
署
）
。
丹
生
付
ー
竹
山
ー
竹
子
馬

産
地
域
に
設
定
さ
れ
る
。

0
玉
利
小
校
舎
増
築
落
成

（
五
教
室
）。

0
高
等
科
設
置
認
可
玉
利
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
。

一
三
〇
論
地
製
茶
工
場
誕
生
（
徳
永
正
次
郎
）
。

”
0
小
作
法
制
定
。

I

I

O

有
川
駐
在
所
の
設
罹
（
役
場
隣
り
有
川
同
志
会
）
。

〇
溝
辺
小
付
設
の
実
業
学
校
教
育
の
中
止
。

一
四

0
校
地
拡
張
、
校
舎
増
新
築
落
成
（
五
教
室
竹
子
小
）
。

I

I

O
高
等
科
併
設
、
竹
子
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
。

”

0衆
議
員

（
普
通
）
選
挙
法
改
正
。

I

I

O

膵
公
正
会
結
成
。

II

●
野
間
豊
助
一
三
代
村
長
と
な
る
。

一
五

0
自
作
農
補
助
規
則
制
定
。

”

0

溝
辺
小
に
実
業
補
習
学
校
併
設
す
る
（
四
月
一
日
）
。

〇
滸
辺
小
に
溝
辺
青
年
訓
練
所
併
設
す
る
（
七
月
一
日
）
。

0
大
正
天
皇
崩
御
、
摂
政
裕
仁
親
王
即
位
、
昭
和
と
改
元
。

II II II II 

〇
膵
（
一

、
0
七
七
）
に
玉
利
駐
在
所
の
設
阻
を
な
す
。

〇
溝
辺
小
後
援
会
結
成
（
四
月
一
日
）
。
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近 代 社 会 時 代

昭 和 時 代

鹿 児 島 県 知 事

I 23 22 --2, 20 -119窪田 18 後藤
恵 蔵重久 中村 安次郎 早川三郎市村慶三 I治輔 山口安憲 1多喜蔵
19,39 1938 -- _ 1936 1935 19131 1931 1929 19 

村 制 時 代

田 筑 之 助
1934重

富 重
助1930

一
九
三
九

”
 

II 

”
 

一
九
三
八

”
 

II 
一
九
三
七

”
 

一
九
三
六

”
 

一
九
三
五

”
 

”
 

一
九
三
三

一
九
三
四

”
 

II 

一
九
三
〇

”
 

一
九
二
八

／／ II II II I/ ” ” II II II II ” II II II II II II II II II II 

〇
消
防
組
発
足
。
0
溝
辺
小
に
溝
辺
中
等
公
民
学
校

（実
補
、
青
訓
）
を

併
設
す
る
。

●
重
留
重
助
一

四
代
村
長
と
な
る
。

0
み
か
ん
、
梨
の
植
栽
（
竹
子
剥
岩
源
次
郎
、
山
口
親
義
）

〇
溝
辺
小
奉
安
殿
落
成
（
三
月
三
一
日
）
。

0
玉
利
小
奉
安
殿
落
成
。

”

0

村
役
場
移
転

（佐
藤
病
院
敷
地
よ
り
現
地
へ
）
。

八

0
日
本
国
際
連
盟
脱
退

（
一
月

一
五
日
）
。

九

●

久
木
田
筑
之
助
一
五
代
村
長
と
な
る
。

”

0

講
堂
兼
用
の
校
舎
増
築
落
成

（玉
利
小
）。

”

0

県
道
に
白
石
、
論
地
、
城
線
昭
和
四
年
着
工
九
年
完
工
編
入
さ
れ
る
。

1
0
 

0
溝
辺
小
下
運
動
場
拡
張
工
事
完
エ
（
三
月
三一

日）

。

”

0
溝
辺
小
講
堂
兼
用
校
舎
一
棟
（
四
教
室
）
新
築
落
成
（
四
月

一
日
）
。

”

0

溝
辺
青
年
学
校
を
溝
辺
小
に
併
設
す
る
（
四
月
一
日
）
。

―

1

0
日
本

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
脱
退

（
一
月
一
五
日
）
。

0
日
、
独
防
共
協
定
調

印

（
―
一
月
二
五
日
）
。
0
日
伊
防
共
協
定
調
印

(
―
二
月
）
。

―
二

0
国
防
婦
人
県
支
部
設
立
。

”

0
日
支
事
変
お
こ
る

（
七
月
七
日
）
。

”

0在
郷
軍
人
動
員
下
令
開
始

（七
月
二
八
日
）
。

一
三
〇
溝
辺
青
年
学
校
新
校
舎
落
成
、
四
月
移
転
独
立
校
と
な
る
。

I
I
O国
家
総
動
員
法
公
布
（
四
月
一
日
）
。

I
I
O張
鼓
峰
事
件
お
こ
る

（五
月
）
。
〇
農
地
調
整
法
成
立
。

一
四

I

o警
防
団

（改
命
）
発
足
す
る
。

”

0米
穀
配
給
統
制
法
公
布

(
-
0月
一
日
施
行
）
。

II II II 五
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近 代 社 会 時 代

昭 和 時 代

鹿 児 島 県 知 事

2s I 21 
拓植文雄 柴山 博

1945 19144 1943 
26 薄 田 美 朝

村 時

I 25 24 
新居善太郎 藤野

19.41 1940 

代

末 五

制

郎
堕

久 木

一
九
四
五

II 

一
九
四
四

”
 

I/ 

一
九
四

”
 

II 

一
九
四

”
 

II II II II 

一
九
四

”
 

II 

”
 

一
九
四
〇

”
 

／／ 

II II II II II II II II II ” II II II ” I/ ‘’ II II II II II 

二
0

一
六
0
国
民
学
校
令
公
布

（三
月
一
日
）
。

”

0

町

内
各
小
学
校
国
民
学
校
と
改
称
す
る
。

0
日
ソ
中
立
条
約
成
立
す
（
四
月
一
三
日
）
。

0
学
徒
動
員
出
動
開
始
（
七
月
八
日
）
。

0
戦
時
農
地
立
法
成
立

(
-
四
年
！

一
六
年
）
。

0
太
平
洋
戦
争
ぼ

っ
発

(
―
二
月
八
日
）

。

●
植
木
末
五
郎
一
七
代
村
長
と
な
る
。

0
森
林
組
合
の
発
足
。

”
-0
ミ
ッ
ド
ウ

エ
ー
日
米
大
海
戦
（
六
月
五
日
）

。

一
八
〇
農
業
会
組
織
発
足
す
る
（
農
業
会
、
養
蚕
、
畜
産
組
合
統
合
）
。

I
I
Oガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
日
本
軍
撤
退
開
始
（
七
月
完
了
）
。

”
0
出
陣
学
徒
入
営

（
―
二
月
一
日
）
。

一
九
0
新
防
空
法
施
行

（強
制
疎
開
）
一
月
九
日
。
0
農
業
要
員
徴
用
免
除
。

”

0
サ
イ
パ
ン
島
日
本
守
備
軍
全
滅

（
七
月
四
日
）
。

”
-
0
日
本
神
風
特
攻
隊
の
初
出
陣
（
比
島
基
地
霧
島
隊
）
。

一
七

”
 

” II II II 

0
国
分
第
二
航
空
隊
発
足
す
る

(
+
三
塚
原
）
。

”
0
ノ

モ
ン
ハ
ン
事
件
お
こ
る

（
日
、
ソ
軍
衝
突
）
。

”
0
米
国
、
日
本
に
対
し
通
商
条
約
破
棄
通
告

（七
月
八
日
）
。

一
五

0
日
、
独
、
伊
三
国
軍
事
同
盟
成
立
。

（九
月
二
七
日
）
。

”
0
大
政
斑
賛
会
発
足

(-
0
月
―
二
日
）
。

”
〇
産
業
報
告
会
創
立

(
―
一
月
二
三
日
）
。
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近 代 社 会 時 代

昭 和 時 代

鹿 児 島 県 知 事

1947 
30 重 成 格

1946 
19 竜 野 喜一郎

村 制 時 代

重 留 重 助
． ， 4 6 

植 木

” II II 

”
 

一
九
四
七

II 
II II ” II 

,, II 

”
 

一
九
四
六

II 
II II II II 

II II II II II II II II II II II II II // II II ” ” II 

〇
硫
黄
島
守
備
軍
全
滅

（
三
月
一
七
日
）
0
米
軍
沖
縄
本
島
南
部
に
上
陸
（
四

月
一
日
）

。
〇
米
軍
原
爆
投
下
（
八
月
六
日
広
島
市
、
八
月
九
日
長
崎
市
）

0
ソ
連
対
日
宣
戦
布
告

（
八
月
八
日
）

。

”
0
御
前
会
議
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
受
諾
決
定
（
八
月
一
0
日
）

”
0
終
戦
（
八
月

一五
日
）
0
米
、
ミ
ズ
リ
艦
上
で
日
本
降
伏
文
書
調
印
式
（
九
月

二
日
）
。
連
合
軍
総
指
令
部

(G
.
H
.
C
)
指
令
第
一
号
（
九
月
二
日
）

日
本
軍
隊
の
解
散
、
軍
需
工
場
の
即
時
停
止
。

”
0
戦
時
教
育
令
廃
止
(
-
0
月
四
日
）
。

”
0
改
正
農
地
調
整
法
（
第
一
次
農
地
改
革
法
）
公
布
(
―
二
月
二
八
日
）

二
―
0
公
職
追
放
令
公
布
（
三
月
二
八
日
）

II

O

植
木
末
五
郎
村
長
辞
表
提
出
（
受
理
）

、
村
長
代
理
と
し
て
山
崎
助
役

が
執
行
す
る
。

”

●
重
留
重
助
一
八
代
村
長
と
な
る
。

”

0

戦

後

の

部

落

、
校
区
、
村
段
階
の
青
年
団
の
改
組
結
成
を
み
る
。

”

0

婦

人

会

の

部

落

、

校

区

、
村
段
階
の
改
組
結
成
を
み
る
。

”
0
竹
子
興
農
研
究
団
結
成
発
足
す
る
（
八
月
二
三
日
）
。

”
0
日
本
国
憲
法
公
布
(
-
―
月
三
日
、
同
二
二
年
五
月
三
日
施
行
）
。

”
0
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
と
改
正
農
地
調
製
法
（
二
次
農
地
改
革
法
）
公
布

0
久
木
田
筑
之
助
氏
暫
定
議
長
と
な
る
。

0
神
田
橋
亮
一

氏
暫
定
議
長
と
な
る
。

〇
農
地
委
員
会
設
置
。

0
本
県
農
地
改
革
第
一
次
買
収
（
三
月
三
0
日
）
。

◎
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
、
財
政
法
公
布
（
三
月
三
一
日
）
。

0
学
制
改
革
に
よ
り
町
内
各
国
民
学
校
は
小
学
校
と
改
称
さ
れ
る
。

II II II 

”
 

ニニ
”
 

II 
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近 代 社 会 時 代

昭 和 時 代

鹿 児 島 県 知 事

重 成 格

村 制 時 代

重 留 重 助
1947 

II II II II II II II II II 

”
 

一
九
四
八

”
 

II II II II II II II II 

／／ II II II II ／／ II II ” ” II II II II II II II II II II 

0
選
挙
実
施

（
第
一
回
公
選
）
す
る
（
四
月
五
日
）

●
重
留
重
助

（公
選
）
一
九
代
村
長
と
な
る
。

〇
末
永
完
司
初
代
議
会
議
長
と
な
る
。

0
学
制
改
革
に
よ
り
溝
辺
中
学
校
設
立
認
可
、
五
月
二
日
開
校
式
。

本
校
の
教
場
は
本
部
を
溝
辺
小
に
置
き
青
年
学
校
に
教
場
を
設
定
。

溝
中
竹
子
教
場
を
竹
子
小
に
併
設
、
溝
中
玉
利
教
場
を
玉
利
小
に
併

設
し
、
二
年
生
ま
で
と
す
る
。

0
連
合
軍
指
令
に
よ
り
消
防
団
と
改
称
さ
れ
る
（
五
月
一
日
）。

”

0
日
本
国
新
憲
法
施
行
（
総
司
令
部
こ
の
日
国
旗
掲
揚
許
可

l
五
月
＝
一
日
）

”

0

村
興
農
研
究
団
結
成
さ
る
。

”

0
選
挙
管
理
委
員
会
設
罹
発
足
す
る。

”
0
農
業
協
同
組
合
法
公
布
(
―
一
月
一
九
日
）
。

二
三

0
西
姶
良
地
区
督
察
署
管
下
と
な
る

（
三
月
七
日
）
。

”

0
溝
辺
中
玉
利
教
場
を
馬
立
分
校
と
改
称
し、

一
、
二
、
三
年
生
ま
で

収
容
玉
利
小
に
併
設
す
る
。
（
四
月
一
日
）

”
0
新
制
高
校
及
び
新
制
大
学
発
足

（
四
月
一
日
）
。

”

0

青
年
学
校
廃
止
に
よ
り
施
設
の
一
切
を
溝
辺
中
学
校
に
引
継
ぐ
。

0
部
落
連
絡
員
制
度
設
置
発
足
す
る
（
四
月
）
。

0
国
民
の
祝
日
法
公
布
（
七
月
二
十
日
）
。

〇
溝
辺
中
新
校
舎

（
五
教
室
）
建
築
落
成

（
九
月
二
日
）
。

0
竹
子
分
教
場
本
校
に
合
併
す
る
（
九
月
一

0
日
）
。

0
村
興
農
研
究
団
が
発
展
、
郡
興
腿
団
結
成
と
な
る
。

0
崎
森
長
谷
部
落
加
治
木
町
へ
編
入
す
る
（
二
六
戸
、
人
ロ

一
六
六
）

〇
農
業
協
同
組
合
設
立
、
国
民
健
康
保
保
事
業
は
村
へ
移
管
実
施
さ
れ

II II II II II II II ／／ II II II II 
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近 代 社 会 時 代

昭 和 時 代

鹿 児 島 県 知 事

重 成 格
1951 

31 

村 制 時 代

岩 下 司 馬 I 
1950 

II ” II 

”
 

一
九
五

II 
II II 

”
 

一
九
五

”
 

II II 

”
 

一
九
五
〇

”
 

II II 

”
 

一
九
四
九

”
 

II II I/ II ” II II II II II II II II II ／／ II II ／／ II II II 

る
こ
と
と
な
る
。

0
村
股
業
共
済
組
合
発
足
す
る
(
-
―
月
）

ニ

四

0

宿

直

室

新

築

落

成

（溝
辺
小
四
月
）

”

0
国
立
鹿
児
島
大
学
、
県
立
鹿
児
島
大
学
開
校

”
0
竹
下
一
助
二
代
議
会
議
長
と
な
る
。

”

0

村

荊

工

会

発

足

す

る

。

”
0
斡
論
地
現
在
地
へ
玉
利
駐
在
所
設
置
さ
る
。

二
五

0
重
留
重
助
村
長
辞
表
提
出
受
理
さ
れ
る

”

0
公
戦
速
挙
法
公
布
（
四
月
一
五
日
）
。

”
0
農
地
改
革
の
成
果
維
持
の
た
め
政
令
公
布
（
通
称
強
制
譲
渡
令
）
五
月

”

●
岩
下
司
馬
二
0
代
村
長
と
な
る
。

”
0
地
方
公
務
員
法
公
布
(
―
二
月
一

三
日
）
。

二
六
〇
雑
穀
統
制
撒
廃

（三
月
一
日
）
。

”

0
町
田
実
利
第
三
、
四
代
議
会
譲
長
と
な
る
。

”

0
児
箪
憲
章
制
定
宣
言

（五
月
五
日
）
。

”

0
固
定
資
産
評
価
委
員
会
設
買
発
足
す
る
。

”

0

ル

ー
ス
台
風
艇
来
多
大
の
被
害
を
受
く
。

二
七
0
股
村
振
興
運
動
展
開

（県
、

一
0
年
間
計
画
）
。

”
0
日
米
講
和
、
安
全
両
条
約
発
効
（
日
本
独
立
国
家
実
現
、
総
司
令
部
廃
止
、

四
月
二
八
日
）
。

〇
腹
業
委
員
会
選
挙

（
七
月
二
0
日
）
、
農
業
委
員
会
設
岡
（
八
月
一

日）

0
崎
森
迫
部
落
加
治
木
町
へ
編
入
（
五
三
戸
、
人
口
二
八
五
）

0
村
教
育
委
員
選
挙

(
-
0
月
五
日
）
。
村
教
育
委
員
会
設
置
発
足
す

II II II II 
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近 代 社 会 時 代

昭 和 時 代

鹿 児 島 県 知 事

1955 
32 重 成 格

村 制 時 代

岩 下 司 馬

II II II II 

”
 

一
九
五
五

”
 

II II I/ II 

”
 

一
九
五
四

II ” II II II ” ”
 

一
九
五

”
 

II 

” II II II II II II II II II II ” II II II II II II II II II II II 

る
(
―
一
月
一
日
）
教
育
長
代
理
野
村
秀
男
。

”

0

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
四
名
が
三
名
に
改
正

(
-
0月
三
一
日
）

”

0農
地
法
の
成
立

ニ
八

0
社
会
教
育
委
員
設
置
条
令
制
定
（
委
員
定
数
一

0
名
）
発
足
す
る
。

”

0

教
育
長
中
間
芳
雄
就
任
（
四
月
一
日
）
。

”

0

部
落
駐
在
員
設
罹
条
例
制
定
発
足
す
る
。

”

0
溝
辺
中
馬
立
分
校
を
玉
利
分
校
と
改
称
す
る
（
五
月
一
日
）
。

”

0
玉
利
小
学
校
馬
立
分
校
開
校
（
五
月
一
六
日
）
。

”

0
竹
子
小
校
舎
増
建
築
（
五
教
室
）
落
成
（
六
月
）
。

”

0町
村
合
併
促
進
法
公
布
。
独
占
禁
止
法
公
布

（
九
月
一
日
）
。

0
畜
産
振
興
会
発
足
す
る
。

〇
祁
辺
中
玉
利
分
校
が
玉
利
中
学
校
、
竹
子
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立

校
と
な
る
。

（
竹
子
中
は
溝
辺
中
よ
り
分
立
）

0
み
か
ん
甜
入
（
竹
子
地
区
）

。

〇
農
地
保
全
事
業
開
始
さ
れ
る。

0
西
姶
良
地
区
函
察
署
が
加
治
木
密
察
署
と
改
称
さ
れ
る
。

〇
農
業
実
習
地
（
三
反
四
畝
歩
）
購
入
（
溝
辺
中
）
。

0
二
階
建
木
造
新
築
校
舎
落
成
（
溝
小
九
月
二
日
）
。

0
一
般
選
挙
実
施
四
月
三

0
日。

〇
監
査
委
員
制
度
設
置
発
足
す
る
（
委
員
二
名
）
。

0
運
動
場
拡
張
用
地
（
八
畝
歩
）
睛
入
溝
辺
中
）
。

0
新
校
舎
建
築

（二
教
室
）
落
成
（
玉
利
中
現
在
地
へ
）

。

0
新
校
舎
建
築

（二
教
室
）
落
成
（
竹
子
中
）
。

0
地
方
財
政
再
建
特
別
措
置
法
公
布
(
―
一
月
二
九
日
）
。

II II II II II O II II II II ’’ ”
 

二
九

”
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近 代 社 会 時 代

昭 和 時 代

鹿 児 島 I目
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1959 
33 寺 園 勝 志

1659 
／／ 

村 制 時 代

岩 下 司 馬

”
 

一
九
六
〇

II 

”
 

一
九
五
九

”
 

II II 

”
 

一
九
五
八

II 
II 

”
 

一
九
五
七

”
 

II II II II 

”
 

一
九
五
六

”
 

II I/ II II II II ／／ II II II II I/ II II II II II II ” II II II II 

〇
専
任
社
会
教
育
主
事
を
置
く
。

(
―
二
月

一
日
）
。

〇
酪
農
家
誕
生
す
る
。
0
町
興
農
研
究
団
解
散
。

〇
農
業
協
同
組
合
整
備
特
別
措
置
法
公
布
（
三
月
三
一
日
）
。

”

0

家
畜
舎
建
築
落
成
（
溝
辺
中
六
月
七
日
）
。

II

O
竹
子
小
講
堂
新
築
落
成

（共
正
会
は
昭
和
三
二
年
五
月
二
二
日

村
有
と
す
る
た
め
寄
付
採
納
と
す
る
）

。

”

0
鮫
島
頴
氏
二
代
教
育
長
と
な
る
。

(
-
0月
一
日
）

”

0
講
堂
新
築
落
成

（溝
辺
小
―
一
月
）
。

”

0
国
際
連
盟
日
本
加
入
可
決
（
―

二
月
一
八
日
）
。

三
二

0
新
校
舎
建
築
落
成

（
三
教
室
竹
子
中
）
。

”

0
創
立
一

0
周
年
記
念
、
校
旗
校
歌
の
制
定

（五
月
二
日
溝
辺
中
）
。

”

0
村
有
地
一

部
処
分
（
有
川
白
崩
山
林
）

。

”

0
茶
業
振
興
会
発
足
す
る
。

三
三

〇
保
育
園
設
立
認
可
創
立

（高
陵
寺
保
育
園
、

一
月
一

0
日
）
。

”

0
玉
利
中
中
央
校
舎
新
築
落
成

”

0
村
議
会
事
務
局
の
設
附
発
足
す
る。

II

O
子
ど
も
信
用
組
合
大
蔵
大
臣
表
彰
を
受
く

（洲
辺
中
一

0
月
一
七
日
）

II

O
翌
二
四
年
四
月
一
日
町
制
移
行
実
施
議
決
（
村
議
会
―

一
月
）

。

三
四

0
新
校
舎
建
築

（三
教
室
）
、
宿
直
室
建
築
落
成

（玉
利
中
）

”

0
町
制
施
行
さ
る
（
四
月

一
日
）
。

II

●
岩
下
司
馬
初
代
（
二
十
二
代
村
長
）
町
長
と
な
る
。

”

0

田
上
静
初
代
町
議
会
議
長
と
な
る
。

”

0
一
般
選
挙
実
施
（
四
月
三
十
日
）
。

三
五

0
新
日
米
安
保
条
約
、
改
正
行
政
協
定
調
印
（
一
月

一
九
日
）

。

II II 
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昭 和 時 代
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町 制 時 代

野 村 秀 男
1962 

岩 下 司 馬

”
 

一
九
六
四

L-‘ 

一
ナ
プ

”
 

”
 

L
尺

一ナ
7

II II 一
九
六

II 
II II II II II 

II II ” ‘’ II II II II II II 

II 
一九 II 八 七 II II ” 六 II

II II II II II 

II II ／／ I/ II 

〇
助
役
制
を
廃
止
し
、
二
課
制
と
な
る
（
二
月
）
。

〇
鉄
筋
二
階
建
校
舎
建
築

（六
教
室
）
落
成
（
溝
辺
小
五
月
六
日
）
。

0
第
五
次
運
動
場
整
地
完
成

（竹
子
小
八
月
）
。

0
畜
産
人
工
受
精
師
を
誘
骰
す
る
。

0
本
県
経
済
振
興
七
カ
年
計
画
策
定

(36t42、
―
二
月
―
二
日
）
。

0
校
歌
制
定

（玉
利
中
、
―

二
月
二
四
日
）
。

〇
助
役
制
の
復
活

（
二
月
）
。

0
国
民
健
康
保
険
事
業
発
足
す
る
。

0
福
祉
年
金
支
給
開
始
。

0
校
舎
建
築
落
成

（玉
利
中
、
九
月
二
十
八
日
）
。

0
校
歌
制
定

（竹
子
小
中
、

一
月
）
。

●
野
村
秀
男
二
代
町
長
と
な
る
。

〇
保
育
園
認
可
創
立

（
照
明
保
育
園
五
月
一
日
）
。

〇
皇
太
子
御
夫
妻
高
屋
山
上
陵
御
参
拝
、
奉
迎
を
な
す

（
五
月
七
日
）。

0
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
実
施

（六
月
一
日
）
。

0
町
役
場
機
構
五
課
制
と
な
る

（
八
月
）

。

0
一
五
号
台
風
襲
来
被
害
を
受
く
（
八
月
ニ
―

‘
二
二
日
）
。

〇
農
地
法
改
正
。

0
公
民
館
設
猶
管
理
条
例
、
公
民
館
運
営
審
議
会
に
関
す
る
条
例
制
定

0

(―二
月
二
六
日
）

。

0
山
崎
虎
態
一
代
町
議
会
議
長
と
な
る
。

0
一
般
選
挙
実
施
（
四
月
三
十
日
）

。

〇
乳
牛
、
養
蚕
地
域
指
定
を
な
す
。

〇
酪
農
振
興
会
結
成
さ
る
。
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昭 和 時 代
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町
•1) 

“
 

時 代

野 村 秀
ノJ 男

II 一
九
六
九

”
 

II ／／ 

”
 

一
九
六
八

”
 

II II 

”
 

一
九
六
七

”
 

II II 

”
 

一
九
六
六

II ”
 

一
九
六
五

II 

II II I/ II II ／／ II II II II II ‘’ II II II I/ II If 

II 

”
 

四
四 II II 

四
II 三／／ II II 

”
 

四
二ーー ” II II 

四

”
 

四
〇

”
 

II II II 

0
政
府
戦
没
者
叙
賊
決
定
発
表

（
四
月
二
四
日
）
。

0
政
府
生
存
者
叙
勲
決
定
発
表

（
四
月
二
八
日
）
。

0
宮
川
内
柑
き
つ
樹
園
地
無
償
払
下
げ
（
農
業
法
人
、
六
月
）
。

0
校
歌
、
校
旗
制
定
（
溝
辺
小
、
九
月
―
二
日
）
。

0
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
落
成
（
一
月
）
。

0
佐
方
直
三
代
教
育
長
と
な
る

（
一
月
）
。

〇
陵
南
小
学
校
新
校
舎
建
築
落
成
、
二
月
二
四
日
落
成
式
。

0
最
勝
寺
良
直
一
二
代
町
議
会
議
長
と
な
る。

0
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
実
施

（五
月
二

0
日
）
。

0
祝
日
法
案
成
立
（
敬
老
の
日
、
体
育
の
日
、
建
国
記
念
日
は
六
カ
月

以
内
に
制
定
、
六
月
二
五
日
）
。

0
町
中
央
公
民
館
建
築
落
成
（
六
月
）
。

〇
陵
南
小
学
校
新
校
舎
建
築
落
成
（
現
在
地
）
二
月
二
四
日
落
成
式
。

0
岩
元
保
雄
四
代
町
議
会
議
長
と
な
る
。

0
一
般
選
挙
実
施
（
四
月
二
八
日
）
。

〇
畑
地
綜
合
立
地
改
良
事
業
計
画
（
県
）
。

0
鹿
大
教
育
実
習
校
指
定
（
涸
辺
小
）
。

〇
陵
南
小
校
移
転
附
校
式
（
二
月
―
二
日
）
。

0
明
治
百
年
記
念
事
業
植
樹
。

0
竹
子
中
学
校
閉
校
式
（
三
月
二
三
日
）
。

0
竹
子
中
溝
辺
中
と
統
合
す
る

（四
月
一
日
）
。

0
有
川
、
竹
子
駐
在
所
合
併
、
現
在
地
に
溝
辺
駐
在
所
設
置
（
三
月
）
。

0
町
制
一

0
周
年
記
念
式
挙
行
、
町
章
及
び
町
民
憲
章
制
定
。

0
特
殊
学
級
設
置

（
溝
辺
小
）

、
四
月
一
六
日
開
級
式
挙
行
。
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本
町
で
は
五
年
前
、
郷
土
誌
編
集
の
事
業
が
企
画
さ
れ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
こ

こ
に
、
さ
さ
や
か
な
も
の
で
は
あ
る
が
溝
辺
町
郷
土

誌
を
全
一

巻

（約
五
0
0頁
）
に
収
録
し
、
皆
さ
ん
方
読
者
の
お

目
に
か
け
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
筆
舌
に
は
尽
し
難
い
感
慨
の

念
に
ひ
た
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
郷
土
誌
編
集
に
関
係
し
た
委
員
全
部
が
郷
土
出
身
者
で
あ

．
り
、
し
か
も
専
門
的
知
識
や
経
験
を
も
た
ぬ
素
人
ば
か
り
で
い
さ

さ
か
恥
ず
か
し
い
思
い
が
し
、
ま
た
半
面
読
者
の
皆
様
方
に
対
し

申
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
委
員
の
方
々
は
夏
の
炎
天

下
に
全
身
汗
み
ど
ろ
に
な
り
、
厳
寒
肌
を
刺
す
寒
風
の
吹
き
狂
う

中
に
も
め
げ
ず
、
苦
を
苦
と
せ
ず
、
町
内
至
る
所
に
あ
る
史
蹟
や

城
址
を
た
ず
ね
、
と
き
に
は
深
山
の
け
わ
し
い
だ
ん
崖
を
よ
じ
登

り
、
足
元
危
な

い
谷
間
を
降
り
、
現
存
す
る
文
化
造
産
と
し
て
目

に
映
ず
る
も
の
の
写
真
撮
影
、
ま
た
ゆ
か
り
あ
る
地
点
に
立
て
ば

昔
の
時
代
の
様
想
を
想
定
推
理
を
め
ぐ
ら
し
て
み
た
り
、
山
を
降

り
て
山
薦
に
至
り
て
は
古
老
の
話
し
を
熱
心
に
聞
い
て
み
た
り
、

史
実
を
裏
付
け
て
呉
れ
る
資
料
を
探
す
た
め
に
あ
り
に
あ
ら
ゆ
る

面
に
対
し
、
健
脚
に
も
の
を
い
わ
せ
資
料
の
蒐
集
に
努
め
、
部
分

的
な
分
析
研
究
の
累
績
と
、
更
に
綜
合
的
な
検
討
研
究
へ

と、

研

究
の
進
行
が
図
ら
れ
て
き
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
の
中
で
幾

編

集

後

記

度
か
研
究
に
行
き
づ
ま
り
も
生
じ
、
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か

と
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
ら
し
い
。

か
よ
う
な
過
程
を
辿
っ
て
進
行
し
て
い
る
と
き
、
私
に
も
是
非

こ
の
調
査
研
究
の
組
織
の
中
に
加
わ
り
、
全
体
を
ま
と
め
る
主
筆

の
賀
を
果
す
よ
う
に
と
要
請
さ
れ
た
が
、
も
と
よ
り
浅
学
非
オ
、

特
に
郷
土
誌
研
究
の
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
て
い
な
い
た
め
、

一

旦
は
お

こ
と
わ
り
し
て
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
五

ヶ
月
程
し
て
再
度

の
要
請
を
受
け
、
や
む
な
く
そ
の
要
請
に
し
た
が

い、

郷
土
人
と

い
う
立
場
で
そ
の
任
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
以
来
約
ニ
ケ
年
有
余
、
委
員
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
研

究
を
進
め
、
編
集
計
画
の
具
体
策
を
検
討
樹
立
し
て
業
を
進
め
て

き
た
が
、
な
ん
と
し
て
も
本
町
の
過
去
の
史
実
を
探
る
た
め
の
古

文
書
、
日
記
、
そ
の
他
記
録
物
も
皆
無
で
あ
っ
た
と
称
し
て
よ
い

位
で
あ
り
、
そ
こ
で
本
町
を
中
心
に
四
囲
周
辺
の
関
係
と
、
そ
の

中
に
浮
び
上
る
町
外
の
文
献
に
資
料
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し

な
か
ん
ず
く
本
町
と
加
治
木
町
と
は
古
来
よ
り
深
い
関
係
が
あ
る

こ
と
で
、
加
治
木
町
囮
書
館
で
の
研
究
や
、
あ
る
い
は
県
の
図
書

館
に
も
出
向
き
、
関
係
深
い
資
料
を
探
っ
た
り
、
ま
た
現
場
で
指

禅
助
言
な
ど
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
研
究
と
資
料
蒐
集
に
も
努
め

て
み
た
が
、

要
す
る
に
町
外
の
文
献
に
も
依
拠
引
用
で
き
る
も
の

も
僅
少
で
全
く
途
方
に
く
れ
る
こ
と
の
み
で
あ
っ
た
。
郷
土
史
家

と
し
て
権
威
者
を
も
た
な
い
委
員
会
組
織
で
の
研
究
が
進
め
ら
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れ
て
き
た
姿
は
前
述
の
よ
う
な
も
の
で
、
ま
さ
に
一

喜
一
憂
、
一
進

一
退
と
い
う
ま
こ
と
に
き
び
し
い
姿
を
幾
度
か
反
復
し
な
が
ら
、

私
を
中
心
に
編
集
員
各
位
は
集
め
ら
れ
た
資
料
を
も
と
に
原
稿
を

書
き
、
検
討
し
て
は
修
正

の
操
作
を
段
階
的
に
行
な
い
原
稿
を
完

成
し、

最
終
的
に
は
編
集
委
員
長
以
下
全
員
の
閲
を
得
て
、
よ
う

や
く
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
、

郷
土
誌
の
完
成
を
み
る
に
至
っ
た
次
第

で
す
。こ

こ
に
完
成
し
た
と
は
申
し
て
も
郷
土
誌
と
し
て
は
ま
こ
と
に

粗
末
な
も
の
で
、
「
意
図
さ
れ
た
本
町
の
過
去
の
歴
史
を
的
確
に

と
ら
え
、
後
世
の
町
民
の
人
々
へ

正
確
に
伝
え
る
た
め
に
と」

企

画
さ
れ
た
目
的
を
充
分
に
果
た
し
得
ず
、
不
備
や

い
た
ら
ぬ
点
な

ど
が
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
私
た
ち
委
員

．

一
同
は
熱
意
を
も
っ

て
終
始
こ
の
業
に
あ
た
り
、
研
究
同
人
（
次

頁
に
掲
載
）
の
並
み
並
み
な
ら
ぬ
努
力
の
結
晶
、
そ
の
合
作
で
あ

る
こ
と
を
思
う
と
き
、
現
時
点
ま
で
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
な
か
っ

た
本
町
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

編
集
を
終
え
て
み
れ
ば
あ
れ
も
こ
れ
も
、
あ
る
い
は
こ
の
面
も

あ
の
面
も
書
き
た
か
っ
た
な
ど
と
、
足
り
な
い
面
だ
け
が
浮
か
ぶ

わ
け
で
す
が
、
本
郷
土
誌
を
基
に
し
て
町
民
各
位
が
町
史
へ
の
理

解
を
深
め
て
く
だ
さ
る
と
共
に
、
そ
の
研
究
意
欲
を
高
め
、
更
に

近
き
将
来
町
に
も
設
置
さ
れ
る
と
聞
く
文
化
財
保
護
委
員
会
を
中

＠
編
集
委
員
長

0
編
集
員

松

山

績

岩
元

勝
芳

最
勝
寺
良
直

岩
元

勇
彦

松
山

※ 

郷
土
誌
編
集
研
究
同
人
名
簿

績
〇
調
査
研
究
員

重

丸

三

郎

村

田

久

雄

、
外
山

二
見

信

（亡）

佐

藤

義

直

、
岩
元

永

井

保
雄

一
枝 準

心
に
町
ぐ
る
み
で、

か
っ

て
過
去
の
本
町
の
歴
史
創
造
の
中
で
祖

先
の
方
々
の
手
形
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
幾
多
の
貴
重
な
文
化
財

を
保
膜
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
、
な
お
明
治
百
年
も
遠
く

過
ぎ

一
九
七

0
年
代
中
期
の
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
文
化
を
中
心

に
、
日
本
の
歴
史
は
進
展
創
造
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
本
町
の
郷

土
誌
が
町
発
展
へ
の
明
日
へ
の
歴
史
創
造
発
展
向
上
の
資
と
な
る

な
ら
ば
、
私
た
ち
編
集
関
係
者
た
ち
は
望
外
の
喜
び
と
い
た
す
と

こ
ろ
で
す
。

最
後
に
資
料
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
方
、
指
｝
岩
助
言
を
い
た
だ

い

た
先
生
方
、
熱
情
を
こ
め
て
終
始
努
力
く
だ
さ
っ
た
委
員
の
方
、

ま
た
予
算
的
配
慮
と
御
協
力
を
賜
わ
っ

た
町
御
当
局
の
方
々
に
対

し
、
こ

こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
三
日

編
集
員

（主
筆
）
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